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　2016 年の日本の平均寿命は女性が 87.14 歳，男性が 80.98 歳となりいずれも過去最高を記録
した 1）。日本の総人口は平成 29（2017）年，1 億 2672 万 4 千人 2）万人であり，人口の減少が続
いている。一方で，65 歳以上の高齢者人口は 3461 万人と増加し，総人口に占める割合（高齢
化率）は 27.3％，3）となり，高齢者人口は増加している。また，これに伴い要介護高齢者も増加し，
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